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北海道教育大学釧路校ドイツ文学研究室

１． 問題の所在

　

ガー トル ー ド・ス タイ ン （Ｇｅｒｔｒｕｄｅ

　

Ｓｔｅｉｎ

　

１８７４‐１９４６） は
，

生 涯の ほと ん ど をヨー ロ ッパ で過 ごした
．

従って彼女は，「ヨーロッパのアメリカ人」１と言われる‐ 彼女はパリに住みながら， 彼女の住居に訪ねてく

るたくさんのアメリカ人作家たちに大きな影響を与えた． パウンド （ＥｚｒａＰｏｕｎｄ１８８５‐１９７２）， ドス・パソス

（ＪｏｈｎＤｏｓＰａｓｓｏｓ１８９６‐１９７０）， フィ ッ ツ ジェ ラ ル ド （ＦｒａｎｃｉｓＳｃｏ口 Ｆｉｅｔｚｇｅｒａｌｄ１８９６‐１９０４）， アンダス ン

（Ｓｈｅｒｗｏｏｄ一由コｄｅｒｓｏｎ１８７６‐１９４１）， ワイ ル ダー （Ｔｈｏｒｎｔｏｎ Ｗｉｌｄｅｒ１８９７－） そ して ヘミ ン グウェイ （Ｅｍｅｓｔ

ＭｉｎｅｒＨｅｍ血罫▽ａｙ１８９９‐１９６１） がその人たちであり， 彼らは第一次世界大戦によって失われた幸福を追い求

める人々という意味で， スタインによって， いみじくも 「失われた世代」（１７ｈｅｌｐｓｔＧｅｎｅｒａ恒ｏｎ） と呼ばれ，

それが時代を映す標語にまでなった‐ ヘミングウェイはスタインの影響をうけて自らの文体を変えたほどで

あった． そういう 「失われた世代」 の作家たちとの交流について叙述されているスタインの自伝的作品 『ア

リス・Ｂ・トクラスの伝記』（Ａｕｔｏ加増鑑ａｐｈｙｏｆ／紐ｃｅ且 雷ｏ劾ａｓ，１９３３） は， アメリカでベストセラーになり，

彼女が，１９３４年， 講演旅行でアメリカに凱旋したとき， 彼女はアメリカで大歓迎を受けた‐ 例えばニューヨ

ーク・タイムズ社ビルの電光掲示板には，「ガートルード・スタイン， ニューヨークに到着．」
２と大々的に

報告された‐ あるいはまた，そのときアメリカ各地で連続公演された彼女のオペラ 『３幕の４人の聖人』

（ＦｏｕｒＳａ山岡ｓｍ 勤疋ｅＡｃｔｓ，１９２７） は企業の利益にも有効利用され， 有名なＧｉｍｂｅｌデパートでは， そのオペ

ラをもじって 「二つの場面で使われる４つのスーツ」（ＦｏｕｒＳｕｉｔｓｉｎ ＴｗｏＡｃｔｓ） というタイトルでショウウ

インドウが飾り立てられた‐
３あるいはまた彼女は街でもよく挨拶されたので， アメリカでこんなにも有名

になったことに彼女自身戸惑いを感じたほどである‐

彼女は常軌を逸した前衛的傾向の作品を書き，「アメリカ・アヴァン・ギャルドの母」４という別名を与え

られた‐ ちなみに 「アメリカ・アヴァン・ギャルドの父」 は， 前衛音楽家ジョン・ケージ

　

ｏｏｔｍーＣａｇｅｌ９１２－）

である‐ 二人とも，従来の伝統的な芸術形式を打ち破り，新しいエネルギー，新しい語葉，挑発的行為を自

らの作品の中に取り込んだのである‐ アメリカの前衛グループ 「フルクサス」（Ｆ１ｕ１（ｕｓ） は， スタインに大

きな影響を与えられた‐ 「フルクサス」 のメンバーの一人であるディック・ヒギンズ （ＤｉｃｋＨｉｇｇｉｎｓｌ９３８－）

は， スタインの絶版になっていた本のいくつかを出版し始め，それらを新しい世代に役立たせたのである‐
５

アメリカの前衛芸術家アルフレッド・ステイグリッツ （川歯ｅｄｓｕｅｇね溺１８６４‐１９４６） もまた，
パリでスタイン

と知り合いになり， 彼女に影響され， 後にニューヨーク５番街２９１番地に 《２９１》 画廊を開き， ニューヨー

ク・ダダを創設した‐
６
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スタインの最晩年に書かれた戯曲の名は 『私たち全ての母』（Ｔｈｅｍｏ故ｅｒｏｆｕｓ／鋤，１９４６， 下線筆者） であ

るが， このタイトルは 「アメリカ合衆国 （ＵＳＡ） の母」 という意味をも含んでいる．

このようにしてスタインは， アメリカ合衆国には無くてはならない存在になった． 彼女はアメリカの人々に

多大な影響を与えてきた． 従って彼女についての論文も，スタインとアメリカとの関係で数多く書かれてき

たし， だからスタインについての論文といえば， ほとんどがスタインとアメリカ文学という観点で書かれて

いるといっても過言ではない．

　

ところがスタインがアメリカ文学ではなく， ヨーロッパ文学にどのような影響を与えてきたか， というこ

とになると事情は変わってくる． このような研究， つまりスタインとヨーロッパ文学という問題設定の仕方

は， 興味深いことに， スタインとアメリカ文学という研究と比較して， これまであまり行われないできた‐

生涯のほとんどを， ヨーロッパ
， すなわちフランスのパリで過ごしたスタインであったにもかかわらず， ス

タインのヨーロッパ文学への影響力についての論文は極めて少ない‐ 従って， 勿論， ヨーロッパ文学の範囲

をさらに絞り込んで， スタインの現代ドイツ文学への影響力ということについての研究となると， これはま

すます希少価値である‐ 現代ドイツ文学，あるいは現代オーストリア文学の側から，現状を考察する場合，

スタインの影響力はかなり大きいにもかかわらず， それについての論文は極めて少ないのである．

例えばスイスのチューリヒで１９１６年狼煙を上げたダダの運動， あるいはドイツのシュトュットガルト・グ

ループ （ＳｈＩ仕ｇ額ｔｅｒＧｍｐｐｅ） によるコンクレーテ．ポエジー （Ｋｏｎｌ口ｅｔｅＰｏｅｓｉｅ）， あるいはオーストリアの

ヴィーンで活躍するエルンスト・ヤンドル （ＥｍｓｔＪａｎｄｌｌ９２５－） の芸術活動等，これらの文学運動は，なる

ほどスタインから多大な影響を与えられてきたのだが， しかしその影響の内容については未だ十分に解明さ

れていないのが現状である．

　

従って拙論では， スタインが， ヨーロッパ文学， とりわけドイツ語圏の文学にどのような影響を与えたの

か， ということについて論じていこうと思う‐ そしてそれらの文学運動が，２１世紀のこれからの文学的なあ

りようにどのような役割を演じていくのか， そしてそれらの本質とはどのようなものであるのか， というこ

とについて論じていくことにする‐

２． スタインとダダ

　

スタインはダダの中心メンバーと実際に極めて親しい間柄にあった‐ ニューヨーク・ダダの中心人物であ

るアルフレッド・ステグリッツ （前出）， フランシス・ピカビア （Ｆｒａｎｃｉｓ

　

Ｐｉｃａｂｉａ １８７９‐１９５３）， マルセ

ル・ デュ シャ ン （ＭａｒｃｅＩＤｕｃｈａｍｎｐ１８８７‐１９６７）， そしてトリスタン・ツァラ （Ｔｎｓｂ狐Ｔｚａｒａ１８９６‐１９６３） など

がそれらの人物である‐ いずれのダダイストたちとも彼女は親交があったが，１９世紀的伝統を脱出して２０世

紀的新しい芸術様式をお互いに模索しあったという点において，彼らの共通性は存在した‐ しかしながらダ

ダ運動の最大特徴の一つである 「反芸術」 に対してスタインは同調しなかったということは重大な事柄であ

る． つまりダダ官言の中に見られる 「断固として未来に反対」 し，「規律も道徳もない必然を叫び， 人間性

につばをはきかけ」７
，また 「無意味によって文学を，絵画を変革しよう」８というような，まさに一切への

否定， 一切へのアンチの姿勢， そういうダダの姿勢に対してスタインは反対の態度をとった‐ 例えば， スタ

インとツァラの出会いについて書かれたエピソード （エヴィス・バーネット 『ガートルード・スタイン』）

があるのだが， その中でスタインがツァラに向かって次のように激しくダダ詩人を非難する個所がある‐

　　　

「戦争なら私だって憎みます． だからといってその悪である破壊を，芸術にまで及ぼすのは許せませ

　

ん」 と彼女は詰めよった‐ そして， 今度は，「ダダイスト詩人が詩を慰みものにするのはもっと許せな

　

い，わたしが理解するところでは， ダダイスト詩人は，帽子の中にいろんな考えを書いた紙を放り込み，

８２
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それをいい加減に取り出して， つなぎ合わせて詩を作るそうだけれど…」９

　

スタインがツァラに出会ったことは，『アリス・Ｂ・トクラスの自伝』 にも出ているが１０， そこには上述の

エピソードのような非難めいた語り口はない‐ 実際には， 会ったとき上述のようなことが語られたのであろ

うが，公刊のためにかなり内容が和らげられたように思われる．

　

ところで 「帽子の中にいろんな考えを書いた紙を放り込み， それをいい加減に取り出して， つなぎ合わせ

る」 詩作法とは， まさにツァラがダダ運動において中心的に行ってきたやり方であった‐ ツ ァ ラは１９２０年

『弱き恋と苦き恋についてのダダ宣言』（Ｄａ由 賜細面ｅｓｔｅｓｕｒ若ａｍ口ｏｕｒ五貌ｂｊｅｅｒ岩ａｍ口ｏｕｒｚｍｅ“

　

をパリのポ ヴォ

ロズキー画廊で読み，翌年 『文字の生』 誌に発表したのだが，その中に，そういう作詩法の記述が見出され

ることは， 興味深い事実である‐

　

ダダイストの詩をつくるには

新聞をとりなさい‐ ／

　

鉄をとりなさい‐ ／

　

新聞から自分の詩に与えようとするだけの長さの記事を

選びなさい． ／

　

記事を切り抜きなさい． ／

　

つぎに，その記事を構成する各語を注意深く切り取り，

それらを袋に入れなさい‐ ／

　

静かに揺すぶりなさい‐ ／

　

つぎに切り抜きをひとつずつ取り出しなさ

い． ／

　

たんねんにうつしなさい， ／

　

それらが袋から出てきた順序にしたがって‐ ／

　

詩はあなたに

似通っているだろう． ／

　

すると今やあなたは， 無限にオリジナルな， 魅力的な感覚をそなえた作家な

のだ， いまだ一般には理解されないとはいえ．
１１

　

新聞の切り抜きを，袋の中で揺すぶり，それを無作為に並べた詩，それがまさにツァラの作詩法なのだが，

スタインはこういうやり方を 「詩を慰みものにする」 として痛烈に批判するのである． それによって出来上

がった詩とは， 詩人が不在であるし， 偶然によって出来上がった無意味な詩ということになる‐ 例えばツァ

ラはその宣言のすぐ後に， そのようにして出来上がった幾つかの例を挙げているのだが， その中から一つを

取り出すと次のようになる．

犬たちが観念に似たダイヤモンドのなか，空中をよこぎっていくときそして髄膜の突起が目覚める予

定の時刻を示すとき‐
１２

といった具合である． 文法的には誤りはないが， 意味の関連がないので解読不可能である‐ すなわちここに

は統語論 （Ｓ）ｍｔａｘ） と意味論 （Ｓｅｍａｎ故） の構造の破壊が見られ， 読者は解読の試みを放棄しなければなら

ない． なるほど従来の伝統的な詩を否定するという意味においては， ツァラのこのような思い切った挑発的

なやり方も効果的ではあろう‐ それは詩の世界にショックを与える効果をもつ‐ まさにダダ的過激な荒療治

である‐

　

ところで， スタインがこのようにダダイストの詩を痛烈に批判しておきながら， スタイン自身もダダイス

トの詩と似たような詩を書いている事実はどのように理解したらいいのであろうか‐ 例えば彼女の作品 『や

さしい釦』（笛ｅｎｄｅｒβ口肋ｎｓ，１９１４） には， そのような統語論と意味論の破壊されたような文章が満載されて

いる‐ その中から二つだけ取り出すと次のような文章である．

Ａｓｕｂｓセａｍｃｅｍａｃｕｓｈｉｏｎ

Ｔｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｃｏｌｏｒｉｓ丘ｋｅｌｙａｎｄａｄｉ佳ｅｒｅｎｃｅａｖｅｌｒ：ｙｌｉロロｅｄｉ畳ｅｒｅｎｃｅｉｓｐｌ‐ｅＰ鑓ｒｅｄ．
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Ｓｕｇａｒｉｓｎｏｔａｖｅｇｅ媛ｂｌｅ．
１３

クッションの中の何か

色彩の変化は蓋然的であるそして違い微妙な違いは兆しがある‐ 砂糖は野菜ではない．

Ｄ血ｉＰｇ

Ｄ出血ｇｉｓｗｅｓｔ．
１４

食事

食事は西だ．

　

後者は，解読不能である‐ 無理やり意味を見つけようとすれば，見つけられそうな気がする． しかしやは

り困難をきわめる． 前者は一見解読不能な単語が並んでいるように見えるが，少し考えてみると，意味がゆ

っくりと浮かび上がってくる． つまり， 差異も類似性を草んでいる， ということを表現しようとしているこ

とが分かる．

　

なるほどスタインはツァラを非難したが， スタインもこのようにして， また一見それと類似した作詩をや

っているように思われる‐ しかし実はスタインとツァラの作詩法の間にははっきりとした違いがあったこと

をここで強調しておかなければならない． その違いとはそれでは一体どのようなものであろうか． スタイン

の作詩法とツァラの作詩法との相違とは， どのようなところに横たわっているのであろうか． 以下二人の差

異について論じていくことにする‐

　

スタインは大学生の時代に，「自動記述」（ａｕｔｏｍａロｃｌ唖危］ｇ） に没頭したことがある， ということは特筆

すべき事柄である． 彼女はラ ドクリフ女子大学で，１８９６年 （２２歳） ウィリアム・ジェームス （Ｗｉｌｌｉａｍ

Ｊａｎｏｅｓ） の 「実験心理学」 の講義を受講し， レオン・ソロモンズ （厨ｏｎｓｏｌｏｍｏｎｓ） と二人で，「正常な運動

自動」（Ｎｏｍｌ頭ＭｏｔｏｒＡｕｔｏｍａロｓｍ） の共同研究を行った．
１５そのことについては，『アリス・Ｂ・トクラスの

自伝』 の中でも次のように書かれている‐

　

二人はいっしょにミュルステルベルクに指導して貰って自動記述の一連の実験法 （ａｓｅｒｉｅｓｏｆ

ｅｘｐｅ窟Ｄｅｎｔｓｉｎａｕｔｏｍａロｃ間瀬ｎｇ） を編み出しました‐ 自分でやった実験の成果一－－それはガートル

ード・スタインが書き， しかも 『ハーヴァード心理学雑誌』（街ｅ猛ａｎｚａｒｄ只夢ｃｈｏｌｏｇｉｃａｌ尺ｅｗｅめ

　

に載

ったのですが一－－これは彼女の書いたもので初めて印刷になったものでした． この作品はいま読んで

もたいそう面白いのですが， それというのも 『三人の女』（ＴｈｒｅｅＬｉｖｅｓ） や 『アメリカの成り立ち』

（Ｍ紬顔ｇｏｆＡｍｅｄｃ孤ｓ） の中にあとで発展して行った創作法 （故ｅｍｅ位ｏｄｏｆｖｖｒｉ鏡１ｇ） が， この中にす

でに明らかに見えているからのことなのです‐
１６

　

「自動記述」 とは，主体の批判的精神の判断に束縛されることなしに， 自動的に意識に現れるものを記述

していくことである‐ ある一定の文章を無意識の状態で書いていけるようになるまで待ち， それからそれを

書いていく最中に，あるいはその文章を反復する最中に，思考の中に気まぐれから，さまざまな考えや，単

語が浮かんでは消えていくことがある． あるいはある考えに熱中している最中に， ふと別のことが心に浮か

ぶことがある‐ それらは自らの意思を無視して次々と現れては消える‐ 現在自分にとって問題になっている

事柄から派生したこと，あるいはそれと全く反対の事柄，あるいは全く関係ないことが，シャボン玉のよう

に浮かんでは消えていく‐ それを次々と記述していくのが 「自動記述」 である． 従ってレオン・ソロモンズ

と二人でやった 「自動記述」 の共同研究の中に次のような文章が見出される．
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汀コｅｓ出征Ｗｈ仕ｅｌｌｗａｓｇｒａｌｍｍａ檀ｃ副，ａｌｌｄ 伍ｅｗｏｒｄｓａｌｌｄｐ加ｒａｓｅｓ６ｒ仕ｅｄｔｏｇｅｔｈｅｒ 組 ｈｇｈｔｂｕｔ位ｅｒｅｗａｓｎｏｔ

ｍｕｃｈｃｏｍ・ｅｃｔｅｄ値ｏｕｇｈｔ．
１７

書かれた資料は文法的に正しく，単語と語法はお互いにぴったりと合っていた．

しかしそこには関連した考え （意味連関） はなかった‐

　

この 「自動記述」 によって出来上がる文章， あるいは詩は，「主体の消滅」 つまり書く主体，語る主体が

姿を消し，別の誰かによって語られることになる‐ それは言葉それ自身が，思想を伝達するという意味連関

の機能を捨てて， 言葉それ自身が自己主張をし始めたことを意味する． 例えば

　

ｌｔｉｓａ傾加血ｇｃｚ由ｅ．という

詩をスタインは 『やさしい釦』 の中で書いているのだが，
１に れは従来の意味連関からすれば， 文法的には

正しいが， 意味不明ということになる‐ 「勝利のケーキ」 とは何か， ということになる‐ スタインの場合

「面叩血ｇ」 を辞書に出てくるような 「勝利」 の意味でとらえるとつまずく‐ スタインがｌｔｉｓａｗｅｄｄ超ｇｃ２ｋｅ‐

という文章を書こうとしたときに， 音の類似性から， 無意識的に晒加血ｇという言葉が浮かび上がってきた，

ということなのであろう． 読者はその音の類似性に気がつき微笑みを禁じえない‐ さらによく考えると， 意

味的にも，「勝利」 と 「結婚」 は類似性があるように思えてきて，その言葉の不思議な関連性に驚き，心か

らこの詩に親しみを感じるようになる‐ ここでは従来の意味における意味連関は消滅し，言葉それ自体が自

己主張し始める． 表面上の意味の背後に隠されていた別の次元の意味が表れ出ることになる． すなわち音の

類似性とそれによって引き起こされる意味の類似性，それは従来の意味から少しずれを起こしたこと，つま

り平板な意味から立体的に深く掘り下げられたことによって引き起こされる新しい言葉の誕生の過程であ

る．

　

従ってスタインの 「自動記述」 は， ツァラの 「帽子の中にいろんな考えを書いた紙を放り込み， それをい

い加減に取り出して，つなぎ合わせて作る」 作詩法とは決定的に違う． 前者には，新しい言葉の創造がある

のに対して， 後者には， 言葉の破壊， ニヒリズムしかないからである． それ故にスタインがツァラを激しく

非難したのも理解されうることになる‐

　

しかしダダイストたち全てが後者に属するという考え方は， 間違いであることをここでさらに指摘してお

かなければならない． アルプ （Ｈａｎｓ山勘１８８６１９６６） とシュヴィッタース （Ｋｕｒｔｓｃｈｍはｅｒｓ，１８８７‐１９４８） は，

アナーキー的， ニヒリズム的反芸術運動 （山瀬‐Ｋｕｎｓｔ‐Ｂｅｗｅ罫１ｎｇ） に激しく反対し， 共同で 「人間を時代の

狂気から癒すエレメンタールな芸術， そして天国と地獄との間のバランスを回復しなければならない新しい

秩序」（ｅｉｎｅｅｌｅｍｅｎｔａｒｅＫ１ｍｓもｄｉｅｄｅｎ Ｍｅｎｓｃｈｅｎｖｏｍ Ｗａｔｌａｓｎｍ ｄｅｒＺｅｉｔｈｅｎｅｎｕｎｄｅｉｎｅｎｅｕｅｏｒｄｎｌｍｇ，
ｄｉｅ

ｄａｓＧ１ｅｉｃｈｇｅ晒ｃｈｔ２雨ｓｃｈｅｎ Ｈ節ＤｕｎｅｌｕｎｄＨ６ｎｅｈｅｒｓｔｅｎｅｎｓｏｎｔｅ－）
１９を追い求め たか らである． 二人がス タイ

ンを知っていたかどうかは分からないが， 二人はスタインと同じように自動記述を試みたし， 句読点を省略

し， 無意識の世界を詩に書き残した‐
２０ツァラもこの頃からダダの反芸術運動から足を洗い， シュールレア

リズムに加担していくことになる‐ かくしてダダイズムはその反芸術運動の激しさ故に数年で崩壊する‐ そ

の後生まれたパリのシュールレアリズムの芸術運動に，「自動記述」による夢の世界の構築があったのだが２１，

それはスタインと何らかの関係があると思われてくる‐ しかしそれに関してはいずれの機会に稿を起こすこ

とにしたい．

　

さてそれでは次にダダの文学運動と強い結びつきを持ち， しかも現代めざましく活動しているドイツのシ

ュトユットガルト・グループは， スタインとどのような関係にあるのか， スタインによってどのような影響

を与えられてきているのか， という観点に論を移していこうと思う‐
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３． スタインとシュトユットガルト・グループ

３ー１． スタインとハイセンビユッテル

　

スタインがシュトットガルト・グループにおいて注目されだしたのは， スタインがこの世を去って （１９４６

年） から９年後のことである． このグループの一人ハイセンビュッテル （ＨｅｌｍｕｔＤｉｅｍｃｈＨｅＢｅｎｂａｔｔｅｌ，１９２１Ｊ

が， このグループの雑誌 『瞬間』（Ａｕｇｅｎｂ互ｃｋ） に 「縮小された言語」（Ｒｅｄｕｚｉｅｒｔｅｓｐｒａｃｈｅ） と題してスタ

インを紹介したのがその始まりである‐
２２「縮小された言語」，この言葉はそれ自体ではすぐに理解されない．

それは一体どのようなことを意味するのであろうか． 一言でいえば，詩の意味内容 （ｌｎｈａｌｔ） を低下させ，

従来の伝統様式 （Ｆｏｒｍ） を解体してしまうことなのであるが，さらにもう少し詳しく説明を加えなければ

ならない． ハイセンビュッテルは 「縮小された言語」 の中で次のように書く．

　

スタインの伝統様式への攻撃は激しい．それは内容を縮小し，伝統的な表現様式を解体する‐それは，

新しい言語可能性への指向を草んでいる‐ その新しい言語可能性は，言語それ自体へ戻ること，省察す

ることの中に見られる． こういった言語それ自体を省察するところでは，様式と内容への問いは取るに

足らないことである．
２

　

３

例えばスタインの作品 『地球はまあるい』（７７ｅ ｗｏｄｄぶＲｏｍｄ 態３９） の中に， ローズという女の子が木

のまわりにぐるりと 「ＲｏｓｅｉｓａＲｏｓｅｉｓａＲｏｓｅｉｓａＲｏｓｅｉｓａＲｏｓｅ」 という文字をナイフで刻む場面がある‐
２４

この個所は， スタインについて述べる場合必ずといっていいほど登場する有名なもので， それが円形に刻ま

れた紋章にまでなっている． この文章は簡単な 「ＲｏｓｅｉｓａＲｏｓｅ」（ローズってローズ） の繰り返しである．

従来の意味連関を解体し，簡素な，「縮小された」 言葉を反覆することによって， 否応なしに意識を見られ

ているものの性質に向けさせる． しかもこのように 「ローズ」 という語が反覆されることによって， 現在と

いう時間が連続して流れている状況が現出される． つまり意識は最初から最後まで全く同じではなく，反覆

する時間の経過とともに漸次，微妙に変化する． 最初の 「ＲｏｓｅｉｓａＲｏｓｅ」 と最後の 「ａＲｏｓｅ」 は， 微妙に別

な意識を呼び起こさせる‐ あるいは 「ローズ」 が繰り返されることによって 「ローズ」 が厚みを増し，立体

化される‐ まさにここに書かれたＲｏｓｅは， 単にあの野辺に咲いているバラという花を表現する伝達手段と

しての役割を乗り越えて，Ｒｏｓｅ自体が厚みをもった，存在を誇示する自立した物体 （オブジェ） へと変身

し始めるのである．

　

シュ トユッ トガル ト． グルー プと は
，

ベンゼ （ＭａｘＢｅｎｓｅ，１９１０‐１９９０）， デール （ＲｅｉｎｈａｒｄＤ６ｈｌ，１９３４－），

ハイセンビュッテル， ハーリヒ （Ｌｕｄ面ｇＨ鍵ｉｇ）， エッサー （Ｍ御霊ｅｄＥｓｓｅｒ） といった現代芸術家集団 （学

派Ｓｃｈｕｌｅと言わずに， グループＧｒｕｐｐｅと呼ぶのは， 学者より以上に芸術家たちが多いからである２５） なのだ

が，彼らはこのようなスタインの言語の芸術化に影響を与えられ，それをさらに推し進め，彼ら独自の芸術，

いわ ゆるコ ンク レー テ ・ポエ ジー （Ｋｏｎｋｒｅｔｅｐｏｅｓｉｅ） を発展させていくのである‐ ハイセンビュッテルは

上述したようにスタインに最初に関心を抱き， 彼女の芸術性の高さを指摘したのであったが， ここにさらに

興味深い事実を紹介しなければならない‐ ハイセンビュッテルは， コンクレーテ・ポエジーの名づけの親で

あるゴムリンガー （ＥｕｇｅｎＧｏｍｍｍｇｅｒ，１９２５－） と１９５５年から親しい間柄にあったのだが，
２６そのハイセンビュ

ッテルが，
ゴムリンガーに宛てて，１９５５年６月２５日次のような手紙を書いていたのである．

　　

ガー トルー ド・ス タイ ンの “
ｒｏｓｅｌｓａｒｏｓｅ・ｓａｒｏｓｅ・ｓａｒｏｓｅｌｓａｒｏｓざ

　

は
，

私 にとって ある状 況の手本

（ｄａｓＭｕｓｔｅｒｅｉｎｅｒＫｏｎｓｔｅｎａロｏｎ） です‐ それどころかそもそも彼女は豊かな鉱床 （Ｆｕｎｄｇｒｕｂｅ） です‐
２７
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「Ｋ０ｎｓｔｅｌｌａｕｏｎ」 とは 「状況」 とも訳せるが， もう一方 「星座」 とも訳せる‐『星座』 とはゴムリンガー

の詩集のことである‐ それは線的に横に並べられた詩行による従来の伝統的詩ではなく，星座のように点的

に言葉が散りばめられた詩である． そういうゴムリンガーの現代詩にとって， スタインの 「ｒｏｓｅｉｓａｒｏｓｅ」

という詩は模範的な内容をもった詩であり， しかもスタインという女性は，これからの芸術の在りようにと

って大きな潜在力を草んだ詩人である， というのである‐ 一体にそれでは， 彼らにとって， 別な言い方をす

れば，彼らの当時の詩に対する状況を考えてみた場合に，スタインの詩が 「手本」 になるとは，あるいは彼

女に 「潜在力」 があるとは， どういう意味をもつのであろうか‐ ゴムリンガーの 『星座』 という詩集の中に

次のような詩がある‐

ＰＩＤＬｇＰｏｎｇ

Ｐ］ｍＬｇＰｏｎｇＰｍｇ

ＰｏｎｇＰ１ｎｇＰｏｎｇ

Ｐ１ｌｎｇＰｏｎｇ２８

ハイセンビュッテルは，
ゴムリンガーのこの詩を次のように称賛する． 「卓球で打ち合うピンポン玉のリ

ズム， しかしそこには象徴的な難解さもなく，注釈を加えたり， 精神的深化を指摘するようなものもなく，

裸で， 飾り気がなく， リズミカルに整えられた音節の連続それ自体がある‐」
２９そしてそこにはある種の 「開

放」（ＢｅをｅｉｍＩｇ） があり， その開放感こそが， ハイセンビュツテル自身をして生涯ゴムリンガーと同じよう

に， コンクレーテ・ポエジーを書かせるように仕向けた根源の感情なのであった‐ つまり 「象徴的な難解さ

もなく，注釈を加えたり，精神的深化を指摘するようなものもない」 というのが 「開放」 感に結びつくとい

うのである．

　

しかしこのような説明だけでは，まだ物足りなさを感じる‐ もう少しこの詩の奥深さを解明しないでは落

ち着かない‐ 例えば，突然日本の詩人の発言を取り上げて 「スタインと現代ドイツ文学」 という流れの展開

に混乱を来たすかもしれないが，論理の流れには是非必要な事柄であると思えるので，あえてここで谷川俊

太郎に登場してもらうことにする‐ 彼の詩に次のようなものがある‐

ののはな

はなののののはな

　

はなのななあに

なずななのはな

　

なもないのばな３０

　

この詩もまた特に何かを言おうとしているわけではない． 白ま」「の」「な」 の繰り返しの連続が詩を形作

っている． しかしこれもまた我々に 「開放」 感を与える． それではその 「開放」 感の秘密は一体どこにある

のであろうか‐ この詩の魅力の秘密について谷川自身， 後に解説を加えているのだが，
３１その解説の概略を

述べると次のようになる‐ まず彼は明治以後の伝統的な詩は，日本の情を述べる短歌に，西洋の翻訳された

詩がつぎ木された形で行われたという‐ 翻訳された西洋の詩は 「原詩のもつ音楽性を切り捨て」，「意味，内

容」 しか伝えられていない詩，あるいは 「批評性ないし思想性によって詩になり得ている作品」 が多かった

ために， 明治以降の日本の詩は，明治以前にあった 「民衆の中にひそんだ無名の声であることをやめ，詩人

という名のひとりの人間の個性が孤独に書きつける信条告白の如きものになっていった」 というのである‐

そしてそういう詩は，「同時に詩を難解なものに」 していった‐

　

そういう明治以降の伝統的な詩に対立するのがこの 「ののはな」 という詩である． 彼はこの詩を書くにあ
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たって 「自分というものの貧しさにくらべて， 言葉の世界がいかに奥深く豊かであるかということに気づい

た」というのである．そこで彼は「自分に言葉をひきつけるのではなくて，じぶんが言葉の中に歩み入ろう」

とした． つまり自分の内面を描くのではなく，無名性で詩を書いたのである‐ 彼はそれ故に初めて 「自由詩

ならぬ不自由詩」 を書いたが，そこで彼はかえって 「自由だった」 というのである． 以上が谷川の解説の概

略である．

　

自我を無くして，言葉自体の美を追求するというわけである． ここに狭き自己を脱却して，広大な言葉の

世界が表出されることになる． かくしてゴムリンガーの 「ｐｉｎｇｐｏｎｇ」 の詩もまた， 谷川の 「ののはな」 の

中に見られると同じような 「自由さ」 を獲得し，ハイセンビュッテルに 「開放」 感を与えたのである． それ

は「無名性」 によって出来上がった広大な言葉の世界の表現である．

　

そしてまさにゴムリンガーのこの 「ｐｉｎｇｐｏｎｇ」 詩は， スタインの 「ｒｏｓｅｉｓａｒｏｓｅ」 に類似したものをもっ

ているというわけである． すなわち反覆によって引き起こされる時間の流れと，その時間の推移によって漸

次的に変化する意識，そして従来の意味関連を脱した立体性とリズム，すなわちここに存在する言葉は，意

味伝達の役割しか持っていなかった記号を脱出した，言葉の世界，いわゆる自立せる事物 （オブジェ） その

ものである‐ そしてゴムリンガーは自らの詩について次のように書く‐

　

我々の言語は， 様式的単純化 （ｖｅｒｅｉｎｆａｃｈｕｎｇ） への途上に見出され， 縮小された簡潔様式がそこで

形成される‐詩の内容はしばしば一つの言葉の概念が問題とされる‐小さな文字グループの様式の中で，

かなり長い詳述が行われる‐ 多くの言語を，二，三のわずかな普遍的価値のある言語によって置き換え

るという傾向が明らかになる．
３２

そしてハイセンビュッテルの詩もまた同じような構造を持つ‐ 例えば次のような詩である．

ｚｕｒ÷ｔｉｃｋｒｉｉｃｋｅｎ

ｚｕｒ「ｔｉｃｋ

ｚｕ

　　　　

ｈｔｉｃｋｅｎ

　

ｒ「ｔｉｃｋ

Ｚｕｒｔｉｃｋ

Ｚｕ

Ｚｕ

粗

Ｚｕ

　　　　

ｒ【ｉｃｋｅｎ

　

ｒｔｉｃｋ

ｚｕ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３３

　　

ｚ

　　

ｕｒｕｃ『 とは 「後ろへ」（ｚｕは前置詞，ｒｕｃｋは合成語），
“
ｒｕｃｋｅぽ とは 「動かす」（動詞） といった意

味で，この詩は 「後ろへ，動かす」 といった意味以外は何も言っていない． 従来の伝統的な詩の立場からい

えば， 全く無価値な詩ということになる． だからこの詩は，「意味， 内容」 に重点が置かれていない． 何か

の意味を伝達する役割を逸脱して，自らの内に持つ面白さ，構成の美を表現しようとする‐ 別な言い方をす

るなら言葉の内に潜む普遍的法則を表現しようとする‐ ３つの語が 「星座」 のように散りばめられた視覚的

（轟ｓｕｅｌｌ） 構成， あるいは胆とｒｕｃｋの音が， 適度に絡み合って， 繰り返しこれらが発音されていくことによ
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って単純な中に， 不思議なリズムを醸し出す， 音響的 （ａｋｕｓｈｓｃｈ） 構成， まさにここには言葉 （文学） と

形 （造形） と音 （音楽） とが合体した姿が現れ出る‐ そしてここにもまたスタインの 「縮小された言語」 の

痕跡が色濃く見られる‐

　

従ってスタインは， 彼らの詩作にとって，「手本」 であり， 自分たちの芸術的ありようにとっての 「豊か

な鉱床」 なのであった‐

　

しかしゴムリンガーやハイセンビュッテルにとってだけスタインが 「手本」，「豊かな鉱床」 だったわけで

は勿論ない‐ スタインの影響力は， シュトュットガルト・グループがその詩作活動をする際にさまざまな形

で現れた‐ だからベンゼの文学理論もまた， スタインと密接な関係があったのである‐ 論はスタインのペン

ゼヘの影響に向かって進む‐

３ー２． スタインとペンゼ

　

ベンゼはシュトュットガルト大学の哲学科主任教授なのだが， 彼はゴムリンガーが名付け親のコンクレー

テ・ポエジーを理論化し，自らも詩作しながら積極的に普及させた． 彼のそれに対する理論とは，現代造形

芸術が抽象芸術に対する理論を既に持っているのに対して，文学の方では，スタインなどの作品に見られる

ように， 既に抽象化が行われているにもかかわらず， それについての理論がまだないと指摘することから始

まった． このようにベンゼの文学理論は， 現代美術のありようから， 文学理論へと進んでいったのだが， あ

のスタインもまた，
ピカソたちの抽象絵画に惹きつけられ，

ピカソの立体主義を彼女の文学に転化していっ

たという事実を考えると，その過程が両者ピタリと一致していることに驚かされる‐ ベンゼはその著 『美学』

（肥Ｓ７翌ＥＺＩＣＡ） の 「抽象と文学」（Ａｂｓαａみ中りｎｍｄ互ｔｅ焔 加） という章の中で次のように言う．

　

造形芸術の抽象過程が，生産的美的意味をもっていることは問題のないところである‐ さまざまの例

が出てきたので美学の中で， それについての理論が述べられている‐ 「中略」

　

それに対して文学の中で存分に利用された抽象過程については，美学理論の中でほとんど扱われてい

ない． 文学についての美学は， これまで抽象文学， つまり対象から自由な文学の前庭 （ｄｉｅＶｏｒｈ６ｆｅ

ａｂｓ廿ａ由±ｅｒｕｎｄｇｅｇｅｎｓ加ロｄｓをｅｉｅｒｌｉｔｅｒａｍｒ） の 中にだけ押 し込め ら れてきた
‐

“

「抽象文学」 についての理論化まだ行われていない， というのである‐ ここでベンゼは，「抽象」 という言

葉を使っているが， 造形芸術の場合における 「抽象」 とは， 分かりやすく言えば， ロシアの画家カンディン

スキー （Ｗａｓｓ面 識撚霞ロｓ卿，１８６６１９４４） が， いみじくも次のように言っているように 「＜対象〉 抜きの絵画」

のことである．

　

〈色彩〉 と 〈図形〉 とを抜きにして絵を造ることなど， 決してできはしないだろうが，〈対象〉 抜き

の絵画は，今世紀では三十有余年前から存在している． 従って対象は，絵画において，用いられても用

いられなくてもよいものである．

対象を 〈用いない〉 ことについての論争は， 三十年前に始まって現在でもまだ終わっていない‐ だが

それを思うとき，私は〈抽象〉あるいは〈非対象〉と名づけられている絵画の，計り知れない活力を感

ずるのである．
３５

対象抜きの絵画，それが抽象絵画であるとするならば，対象抜きの文学は，抽象文学ということになる‐
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ベンゼは， それ故にそれを上の引用の中で “
ｇｅｇｅｎｓむ狐ｄｓ立ｅｉｅＬｉｔｅｒａｍｒ

”（対象抜きの文学， 対象から自由な

文学） というドイツ語で表現しているわけである‐ スタインの文学はまさにこれであった‐ だからベンゼも

また，カンディンスキーが抽象絵画に 「計り知れない活力」 を感じたと同様に，彼女の文学に 「計り知れな

い活力」，すなわち 「豊かな鉱床」 を感じたに違いない． ベンゼは，従ってスタインを彼の 『美学』 の中に

次のように登場させる．

ハイセンビュッテルは， ガートルード・スタインについてのエッセイの中で，「縮小された言語」 の

ことを語っているが，「縮小」（Ｒｅｄｕｌｄｉｏｎ） とは同時に，言語の抽象的，普遍的状況を規定する． 縮小

された言語は， もはやその 「内容」（ｌｎｈａｌｔｅ） を伝達する役割を演じないで， ハイセンビュッテルがい

みじくも言ったように，「抽象化された言葉の静物画」（ａｂｓ官ａｈｉｅｒｔｅｗｏｒｔｓ甑ｕｅｂｅｎ） を表出する． しば

しばスタインの作品中に見られるほとんど左右対称の配置の形をとった 「無限の反覆」 という，この言

語の著しく線的なもの，装飾的なものは，ガートルード・スタインの 「描写」「文章の節」「文」 の中に

ある根源的に叙事的な流れという普遍的，抽象的様式を特徴付けている．３６

　

スタインの作品は，「内容」 の伝達ではなく，「抽象化された言葉の静物画」 の表出なのである‐ 従ってあ

の 「ｒｏｓｅｉｓａｒｏｓｅ」 の詩もそれに該当する． あるいは彼女の作品の至るところに見られる 「反覆」 の様式，

つまり 「叙事的な流れ」 がそれである‐ ベンゼは，それ故スタインの 「抽象化された言葉の静物画」 を援用

して， 彼の理論を構築していく． しかしベンゼは， 自らの新しい詩の世界に，「抽象」 という言葉をかぶせ

なかった‐ 彼はそこに，「具体」（ｋｏｎｋｒｅｔ） という言葉をかぶせたのである‐ 何となれば彼によって詩作さ

れた世界は， 実在する世界だからである‐ カンディンスキーはそれと同じような意味のことを次のように書

いている‐

　

このように抽象芸術は， いわゆる 〈実在世界〉 に対して， 一つの新しい世界を並列させる． この新世

界は， 外面的には，〈実在性〉 と縁がない． しかし， 内面的には，〈コスミックな世界〉 の普遍的法則に

よって統轄されているのだ．

　

こうして，〈自然的世界〉 に対して， 新しい 〈芸術世界〉 が並び立つ…これもまた， 一つの実在世界，

具体的な世界‐ だから私としては，いわゆる〈抽象〉芸術は，具体芸術と名づけた方がよいと思うので

ある．
３７

　

かくしてベンゼを中心にしたシュトユットガルト・グループは，〈コンクレーテ・ポエジー〉 の普及・発

展に活動することになる‐

３ー３． スタインとデール

　

シュトユットガルト大学ドイツ文学科教授ラインハルト・デールは， スタインの 「潜在力」 をいち早く認

め， コンクレーテ・ポエジーとの関わりにおいて自らも詩作し， 論文を書き， シンポジウム等においてスタ

イン研究を行ってきた‐ 例えばマックス・ベンゼが，１９５８年にスタインの紹介的エ ッ セイ 「Ｍｏｎｔａｇｅ

ＧｅｎｂｒｕｄｅＳｔｅｍヱ９５劉 やスタインについてのコンクレーテ・ポエジー 「Ｒｏｓｅｎｓｃｈｕ中履物

　

を作詩したのに対

して， デールは，スタインが大学時代に実験したという 「自動記述」 を，１９６５年，実際にやりそれを作品化

したという 『７分間小説』 を出版した．
鵜１９６６年にはスタインの 『三人の生涯』（７７享ｒｅｅ互ｖｅｓ，ヱ９０９） の中に
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出てくる 「良きアンナ」 を， 溶かし込んだコンクレーテ・ポエジー 『ＤａｓＢｕｃｈＥｓ山叩ａ』３９が書かれた‐１９８６

年，１９８７年，１９８８年には， スタインとアリス・Ｂ・トクラスが夏によく滞在したといわれるフランスの

Ｂｉｈｇｎｉｎでアメリカ， フランス， ドイツの芸術家， 学生たちが集まってシンポジウムが開かれたのだが， デ

ールも毎年参加した．１９９０年にはＣｕｌｏｚでシュトユットガルト音楽・造形大学の学生， 講師陣たちによって

スタイン・シンポジウムが開催された．

　

１９９４年にはシュトユットガルトで， 大々的に，１９９０年に亡くなったベンゼ教授の業績を称える意味で， デ

ールが中心になって９月から１０月にかけて 「マックス・ベンゼ追悼， コンクレーテ・ポエジー， シュトユッ

トガルト学派」 月間が開催された． 筆者も丁度このときに参加する機会を得たのだが，連日色々な場所でシ

ンポジウムや朗読会や展示会や劇等が開催されていて，日本では決して体験できない質の高い芸術月間を体

験することができた‐ 『シュトュットガルト新聞』（Ｓｚｕ＃ｇｚｑｔｅｒＮａｃｈｄｃｈｔｅｎ） は， ベンゼ教授のはつらつと

した写真と一緒に，「物ではなく， 言葉を考える」（血 Ｗ６ｒｔｅｒ，ｎｉｃｈｔｍ Ｄｉｎｇｅｄｅｌ＝；ｅｎ） という見出しで， そ

のことの記事を次のように掲載した‐

　

シュトユットガルトはマックス・ベンゼを新たに発見している‐１９９０年の彼の死以来この都市では彼

についてのどんな重要な催し物もなかったが， 今やそれは変化しつつある‐ すなわち 「言葉のための言

葉」 というマンモスの催し物は， シュトュットガルトで， そのプログラムの重点をマックス・ベンゼの

美学と 「コンクレーテ・ポエジー」 に置いたのである‐ およそ３０もの催し物は－－展示会， 朗読会，

シンポジウム， 放送劇

　

－－このシュトュットガルト大学の哲学・科学理論の教授， そしてその後継者

たち， いわゆる 「シュトユットガルト学派」 の代表者たちの数々の作品に掛かりつきりになる．
４０

その中に 「ガートルード・スタインに捧げる」（耳ｏｎｌｍａｇｅａＧｅ元ｒｕｄｅＳ定ｍ）

日催されたプログラムの中から幾つかを取り出してみると次のようになる‐

という催し物もあった‐ 連

１９９４年９月３日（土）

１５時－１９時

１９時

９月９日

９月１４日

９月１５日

１０月１日

１０月末まで

　　　　　

ｋｏ躍如ｅｔｅｐｏｅｓｉｅ‐ｎｏｎｓｔｏｐＢ焔ｓ班ｅｎ‐Ｄｅｕｚｓｃ翻孤ｄ

　

劇場 とス タ ジオ で‐

　　　　　

開会式 「確かな楽しみ」 Ｚｅｎ中頭劇場

　　　　　

展覧会 開会式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

州立美術館

　　　　　

ラインハルト・デール 「パリのスケッチブックより」

　　

Ｊｕ五ｕｓ書店

（金） １０時－１８時

　

マックス・ ベン ゼ・シンポ ジウム

　　　　　　　　　

ヴィ ル ヘルムパ レス

（水）１９時

　

Ｎｉｅｄ互ｃｈ書店での ＫＯ山口ｅｔｅＰｏｅｓｉｅ

　　　　　　　　　　　　

Ｎｉｅｄｕｃ辞書店

（木）２０時

　

放送劇と映画によるＳｍｌ塑ａｎＧｍｐｐｅ

　　　　　　　　　　

ヴイルヘルムパレス

（土） ２０時

　

ガー トルー ド・ス タイ ンに捧 げる

　　　　　　　　　　　　

ヴォルティ ッシモ

　　　　　

Ｒ‐ デールの放送劇 「ｅｓｗａｒｍｏｒｇｅｎ，ｗａｓｇｅｓｔｅｍ ｗａｒｏｄｅｒ

　　　　　

ｄ

　　　　　　

ｉｅｒｅｉｓｅｎａｃｈｊｅｍｓ証メｅｍ」

　　　　　　　　　　　　　　　

ヴオルテイ ッシモ

　　　　　

Ｓｍｌ峻細ヒの芸大生たちによる演技

　　　　　　　　　　　　

Ｗ通ｅｌｎｉａ劇場

　　　　　

視覚詩，ＣｏｍｐｕｔｅｒＧｒａＥｉｋ，ＫＯ山口ｅｔｅｐｏｅｓｉｅ等を展示

　　　

州立美術館４１

　

この二ヶ月にわたる－大プロジェクトには， 出版社， 美術館， 劇場， 書店， 放送局， 文部省の役人， 大学

教授， 大学生， 芸術家たち， たくさんの人たちが参加して， 連携してこのプロジェクトを実現させていた‐

そしてこのような催し物をデールは現在でも多様に展開し続けている． 最近ではインターネットにホームペ
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ージを立ち上げ， その中でシュトユットガルト・グループ， コンクレーテ・ポエジー， スタイン等の関係を

掲載した‐
４２

　

かくしてシュトユットガルトは今彼らシュトユットガルト・グループの積極的な活動によって， 現代ドイ

ツ文学の一翼を担うまでになった． そしてその運動の根底を支えているのがガートルード・スタインの文学

なのである．

４． スタインとヤンドル

　

スタインは， 現在オーストリアのヴィーンで活躍する詩人ヤンドルにも多大な影響を与えてきた‐ ヤンド

ルは１９２５年ヴィーンに生まれる．２０歳 （１９４５年） のときアメリカ軍の捕虜になるが， やがてイギリスの

Ｓｔｏｃｋｂｒｉｄｇｅで通訳の仕事をする‐ そのとき初めて彼はスタイン文学の存在を知ることになる．
４３しかしヤン

ドルはまだスタインに没頭するまでには至らない‐ やがて第二次世界大戦が終わって１０年が過ぎようとして

いた‐ 当時の文学状況は， ヤンドル自身が次のように書いているように， 新しさの何もない状況であった．

　

「戦争への思い出も使い果たし，素材としての主観的現在の体験も汲み尽くされて，ただ自らの空想

にだけたより， 多くの人たちは徹底して孤独であった‐ こういうとき人々は初めて，戦後汗情詩はほと

んど何も新しいものをもたらしてくれていなかったこと， だからその上に何も構築され得ない， という

ことに気づくことができた‐さらに進展しようと思う人，あるいは今から何かを始めようと欲する人は，

出発点を見つける前に，それを探さなければならなかった． あちこちで偶然に出会うようなものではだ

めだった‐ かくしてこれまで全く知らなかったこと， あるいは知っていても避けて通っていたところの

ものが， 私自身の仕事の為に役に立った‐」
４４

　

ヤンドルはまず現代詩の中において， 伝統的なものに対決する （ｏｐｐｏｓｉｄｏｎｇｅｇｅｎｄｅｎＴｒａｄｉｕｏｎ紙ｓｍｕｓ）

姿勢を取ろうとした．
４５最初はダダイズムの中にある， 全てのものを否定するニヒリズムにも関心を示した

が， やがて彼の喜びが，「言語の素材を操作すること， そこから派生してくるさまざまな発見」

（ＭａｎｄｐｕｌａｂｏｎｍｉｔｄｅｍＳｐｒａｃｈｍａｔｅｒｉａｌｕｎｄｄｅｎｄａｒａｕｓｒｅｓｕｌロｅｒｅｎｄｅｎＥｎｔｄｅｃｋｕｎｇｅｎ） に見出さ れたこ とに気

が付いたとき，最初の伝統的なものに対する激しい攻撃的姿勢は影を潜めるようになる．

　

このような時ヤンドルはスタインの文学作品に再度近づき，それを深く研究したのであった‐ヤンドルは，

とりわけ彼女の詩作品，そしてその詩作の秘密を語った講演集を愛読した． 彼はイギリスで通訳をやってい

たこともあるし， ヴィーン大学で英語英文学をも研究したことで，スタインの作品を原文で深く味わうこと

ができた． ドイツにはズーアカンプ （Ｓｕｈｒｋａｍｐ） 出版社があって， そこからスタインの文学選集がドイツ

語版で出版されているのだが， その中の一冊が， 当の本人， ヤンドルによってドイツ語に翻訳されている事

実を知って我々は驚かされる‐ 何年に翻訳されたかは不明であるが，いずれにしろ彼はそれを愛読していた

ことはまちがいない． 英語では 「Ｍａｒ躍如ｎ．ＦｏｕｒｌｅｃｔｕｒｅｓｂｙＧｅｎｂｒｕｄｅｓｔｅ血」 というタイトルなのだが，

１９３４年と１９３５年の２年間にわたってスタインがアメリカに凱旋して， シカゴ大学で４回講演したときの内容

が書かれている． ヤンドルはそのタイトルを 「Ｅ賜ａれＺｅｎ」 とした‐
４６「物語ること」，「叙述」 といったほど

の意味である．

　

そこでは例えば過去について物語ることと， 現在について物語ることの違いが述べられている‐ 前者は

「推移していく事柄」（ａｂｌａｕｆｅｎｄｅＳａｃｈｅ） あるいは 「感情， 情緒」（Ｇｅｆｕｈｌ，Ｅｍｏロｏｎ） と関係し， 従来の伝

統的な文学， すなわち１８世紀以降のイギリス文学の物語方法である． 他方後者は 「直接的実存」（ｅｉｎ
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ｕｎｍｉはｅｌｂａｒｅｓＥｘｉｓｔｉｅｒｅｎ） あるいは 「何か在るものに命名して集約的に呼び上げること」（ｅｉｎｉｎｔｅｎｓｉｖｅｓ

Ａｕｆｒｕｆｅｎ ｄｅｒ ＢｅｎｅｎＩＩｕｎｇ ｖｏｎ ｉｒｇｅｎｄｅｔｗａｓ） と 関 係 し， 「意 味」 （Ｂｅｄｅｕｔｕｎｇ）， 筋 の 「連 続」

（Ａｕｆｅｉｎａｎｄｅ１ｆｏｌｇｅ） とは関係しない‐ 従って後者は２０世紀の新しいアメリカ文学の物語方法である， という

わけである４７‐ 勿論スタインの文学は後者に属する‐ 例えば彼女の作品 『汀短 ＭａｂｍｇｏｆＡｍｅｄｃａｎｓ』 はその

典型である‐ さらにこの講演集 『Ｅ協ａｍｅｎ』 には次のような事柄も翻訳されている‐ すなわち 「句読点」 の

縮小， あるいは言葉にじっととどまって， それを強調することによって， 音楽的な抑揚を醸し出す方法，

我々の共通の知識から逸脱している 「日常的な生」 の抽出，抽象化，といった事柄である．

　

従ってこの講演集にはスタインの文学のありようが集約されて書かれていることになる‐ ヤンドルはそれ

を正確にドイツ語に翻訳することによって，それらを自らのエキスにし，彼自身で新しい詩の領域を開拓し，．

第二次世界大戦後のオーストリア， ドイツの空虚な文壇に新風を吹き込もうとしたのであった‐ 早速， ヤン

ドルの新しいポエジーが生み出されていく． 勿論彼の新しい詩が生まれたのは， スタインだけに影響された

ものではないことは言うまでも無い． 「ヴィーン・グループ」 （ＷｉｅｎｅｒＧｒｕｐｐｅ） の 詩 人Ｈ‐Ｃ‐Ａｒｔｍａｎｎ，

ＧｅｒｈａｒｄＲｕｈ血と知り合ったこと， あるいは 女流詩人ＦｎｅｄｅｎｋｅＭａｙｒ６｝ｄ【ｅｒとの友情， そして表現主義やダ

ダのＡｕｇｕｓｔＳｔｒａｍｍ，Ｋｕｒｔｓｃｈｗｉ仕ｅｒｓ，ＨａｎｓＡｒｐ，ＥｚｕｒａＰｏｕｎｄ，ＪａｍｅｓＪｏｙｃｅと いっ た 詩 人たち
， そ して

Ｇｏ和田山ｇｅｒの 『友ｏｎｓｚｅ互ａ”ｏｎｆｍ』 にも影響をあたえられた， と彼は告白している．
４

　

８

　

１９５６年から１９６３年までに集中的に創造された彼の１０１個の詩は，『扇ｕｔｚｍｄＬｍｓｅ』 と命名された‐
４９「ｌａｕｔ」

は音声詩の 「音」 を意味し，それと類似した響きを持ち， しかも彼の敬愛する母の名前 「Ｌｕｉｓｅ」 がその横

に添えられたのである‐ この詩集のタイトルにしてからが， あのスタインの詩作法 「何か在るものに命名し

て集約的に呼び上げること」 と深い結びつきがあることが察せられる． 例えばこの 『加鵬 ｍｄＬｍｓｅ』 の中

に次のようなｌａｕ中ｏｅｓｉｅ（音声詩） がある‐

ｓｃｈ乾ｎｇｎｎｕｍｉ

ｓｃｈ泌ｎｇｎｎｕｍ

　　　　

トトトｔ

ｔキトｔ

ｓ－ｃ－ｈ

泌ｎｇｎｎｌｌｍ

泌ｎｇｎｌ１ｕｍ

惚ねｇｎ幻１ｌｍ

ｓｃｈｔ２ね

ｓｃｈｔ２ね

トトトｔ

トト‐Ｆｔ

ｓｃｈ泌ｎｇｎｎｕｍ

ｓｃｈｔ２ゴロｇｎｎｕｍ

ｔｓｓｓｓｓｓｓｓＳｓｓｓｓｓｓ

ｇｍ
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文

　

雄

　　　　　　

ｓｃｈｔ

ｓｃｈｔ

トトトトｔｔｔ－トｔｔｔ－←ｔ－ｔ

ｓｃｈｔ

セコロｇｎｎｕｍ

靭順ｇｎｎｕｍ

←ｔ‐←ｔ‐ｔｔトトトトトトトｔ

ｓｃｈｔ

ｓｃｈｔ

ｓｃｈｔ

ｓｃｈｔ

ｓｃｈｔ

Ｆは

　　　　　　　　　　　　　　　　　

５０

　

この詩には， 辞書に出てくる言葉は一切使用されていない． しかしそこに醸し出される音声 （ｌａｕｔ）， し

かも全て子音によって作られている音声は， さまざまの事柄を連想 （Ａｓｓｏｚｉａロｏｎ） させる．ｓｃｈｔｚｎｇｒ１ｎｍは，

この詩全体の基本の音声なのだが， ドイツ語の

　

”Ｓｃｈｔｉ乾ｅｎｇｒａｂｅｎ
”
， つまり 「撃壕」 を連想させる， とすれ

ばｔ－ｔ－ｔ－ｔは機関銃の連射音を連想させ，ｓ虹Ｔｒｍｕｍｍｍｍは近づいてくる戦車のキャタピラの音，ｓｃｈｔは塑壕に這

いつくばる兵士の耳元をかすめていく機関銃の玉の音， 顔ｇｒｍｍは地雷や爆弾の鈍い爆発音，鱒ｎｎｔの連続

は低空飛行してくる敵戦闘機のプロペラの回転する音を連想させる． そして最後に残されたｔ‐恨ま， ドイツ

語の “ｔｏｔ
”（死んでいる） を連想させる‐Ｓｃｈ乾ｎｇｍ１ｍが分解されて， さまざまの音声によって「撃壕」で戦

う兵士の状況が紡悌としてくる‐「縮小された言語」，「何か在るものに命名して集約的に呼び上げること」，

「直接的実存」といったスタインの文学のありようが， 潜在的土台となっていることが分かる． この詩によっ

て， これまでに無かった新しい詩の領域が， オーストリア， ドイツの文壇に登場したのである．

　

しかしヤンドルの詩集 『広ｕｆｕｎｄＬｕｊｓｅ』 は， なかなか文壇に認められなかった． 何度かこの詩集を色々

な出版社に持ち込んだが，いずれも出版を断られたのであった． だがしかし１９６３年ヤンドルは，高等学校の

教師の職を１年間休み， その詩集をドイツで出版するべくＳｍ仕ｇａｍこ持って行く‐ そこで彼は， あのシュト

ユットガルト・グループの一人ラインハルト・デールと知り合うことになる‐ デールはヤンドルの 『Ｌａｕｔ

ｕｎｄＬｕｉｓｅ』 を読み， 感動する‐ 早速デールは， 自分と関係しているＬｉｍｅｓ出版社刊の詞華集 孤弱ｃｈｅ企粥

ｕｍｅ』 に，『ヱ為ｕｔｕｎｄＬｍｓｅ』 の中から選んだ１３個の詩を掲載したのであった．
５に れが転機であった． 反響

は大きかった‐ ヤンドルはシュトユットガルト・グループのベンゼやハイセンビュッテルとも知り合いにな

る． 以後彼の詩は次々と色々な出版社から公刊され，さまざまな賞を勝ち取り，詩人としての確固たる地位

を獲得することになる‐

かくしてシュトユットガルト・グループの詩人たち， そしてヤンドル， 彼らの文学には常にガートルー

ド・スタインの２０世紀的新しい文学の存在が見え隠れしていることが明らかとなる‐
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４２

　

ｈｔ中／／ｗｗｗ．ｓ．ｓｈｕｌｍｅ‐ｄｅ

４３

　

Ｅｍｓｔｊａｎｄｌ：ムラｂｅｎｓｄ跡ｅｎ ｍｄＨ加ｗｅｉｓｅｚｕｒＰｕ観歯ａ日加増ｅｓｃ顔ｃｈ蛇．ｌｎ‘ＧｅｓｍｚｍｅＪｔｅ爾ｅｚｋｅ，Ｄｄ＃ｅｒＢ孤４Ｓｍｃ文ｅｕｎｄＰｒｏｓａ，

　　

Ｌｕｃｈｔｅｒｈを紅ｌｄｌ９８５，Ｓ．７１３‐

４４

　

ＥｍｓｔＪａｎｄｌ：０勘ｅ甘日ｃｈｉｓｃｈｅβｅｊ飴ぎｇ１巳醐ｅｍｅｒｍｏｄｅｍｅｎＷｅ比山喧加馨ａａｏ‐，Ｓ．４４７．

４５

　

ＥｎｌｓｔＪをｍｄｌ：Ｅ加増ｅＢｅｍｅ【ｋｍヱｇｅｎｚｕｍｅ血ｅれＥ叩）ｅ中れｅｎごｅｎ．ａａｏ．，Ｓ．鯉５．

４６

　

ＧｅｍｒｕｄｅＳｔｅｉｎ：Ｅ拷紙Ｚｅｎ‐Ｖｉｅ「拓ｏｒｔｍｇｅ．ＥｉｎｌｅｉｍｎｇｖｏｎＴｈｏｍｔｏｎＷｒｎｄｅｒ．ＵｂｅｌｔｒａｇｅｎｖｏｎＥｍｓｔＪ２ｍｄｌ‐Ｓｕ血ｋａＬぬｎｐｌ９９０．

４７

　

ｉｂｉｄ．，Ｓ‐３７…５６．

４８

　

ＥｎｌｓｔＪｍｄｌ：拓ｏｊ壁ｍｓｓｅ乾ｎｍｇｅｎ，Ｂｅ産めｉｅｉｅｕｎｄＺｉｅ／ｅｅ血ｅｒＰｏｅ＃ｓｃ力ｅｎ月瑳ｂｅｌｌｓｗｅｌｓｅ．ａａｏ．，Ｓ．４８９．

４９

　

ＥｍｓｔＪをｍｄｌ：ムｍｔｍｄＬｕｊｓｅ．虚βｅｓａｚｎｊｍｅ／ｔｅ“（ｅｌｋ Ｅｓ定ｒＢ孤ｄ Ｇｅ成そｃ鯖ｅ，Ｌｕｃｈｔｅｒｈｚｕｌｄｌ９８５，Ｓ．８５２２５．

５０

　

ｉｂｉｄりＳ．１２５．

５１

　

ＥｍｓｔＪ２ｕｌｄｌ：ムめｅｎｓｄａｔｅｎｕｎｄ亙ｍｗｅｌｓｅ一れｉｒＰ１ｉｂＺＺＺとａ宣ｏｎｓｇｅｓｃ顔ｃ鯖ｅ．ａａｏ．，Ｓ．７１６．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（本学助教授

　

釧路校）

９６




